
特別支援学校中学部の生徒に
提示された金額を見て、所持しているお金から

提示金額に近い直近上位額を
支払うことを教える

事例研究報告
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生徒の実態
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・中学部生徒 知的障がい

・授業中は集中して課題に取り組む。
・プリント学習では、両替や支払いに関する問題の正答率は高い。
・買い物学習では、セルフレジに出てくる「残り◯◯円」の表示を見て、
一枚ずつ硬貨を入れて金額を確認しながら支払っていた。
・買い物に見立てた買い物ゲームでは、すぐに支払わないといけな
いことを意識して、百数円の金額でも500円硬貨、千円札をだすこ
とがあった。



保護者の願い

教員の願い
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「硬貨を並べずに、財布からスムーズに金額を出して

ほしい」

「お釣りが少なくなるように支払いをしてほしい」

硬貨を使って買い物を
してほしい！



指導目標
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財布の中の硬貨を見て、

直近上位の額を支払うことができる。



ベースライン（記録の方法）
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【提示方法】

・音声＋視覚支援

・音声のみ

【指導内容】

・①音声＋視覚支援、②音声
のみの順で10問ずつ、計20
問実施。

・ランダムで提示する。

・提示金額を１００円ごとに整
理して、記録。



ベースライン（記録の方法）
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硬貨を取り出したり、手持ちの金額を把握したり
しやすくするため、財布の形状を変更した。



① １００円単位の直近上位の額を出すことが
できる。（提示金額５００円まで）
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①ベースライン
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100 100
100 100
100 100
100 100
100 100



② １００円単位の直近上位の額を出すことが
できる。（提示金額５０１円～１０００円まで）
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②ベースライン
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75 100 100
100 100 100
100 100 100
100 100 100
100 75 100



③ １０円単位の直近上位の額またはちょうどの額
を出すことができる。（提示金額５００円まで）
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③ベースライン
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25 100 100
75 50 75
50 50 75
50 75 75
75 50 75



④ １０円単位の直近上位の額を出すことが
できる。（提示金額１０００円まで）
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④ベースライン
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75 50
100 75
50 100
100 100
75 50



助言いただきたい内容
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①ベースラインの記録の手続きについて、

適切かどうかご助言いただきたい。

②７２８円の提示の場合、正解の支払い方は、

「７２８円」、「７３０円」、「７５０円」、「８００円」、

「１０００円」だが、

どのように指導計画を組み立て、レベルアップして

いけば良いのか？



16



17



助言内容
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①硬貨のマッチング

②組み合わせのマッチング

「6円ちょうだい」 「１１０円ちょうだい」

もっとやさしい指導を！



③ぴったり出せる→ぴったりがない

6円→有 7円→有 8円→有
9円→無い→１０円玉出そう！

やさしいやりかた＝エラーレス直近上位！
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助言内容



助言を受けての見直し
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学習の進め方について見直しを行った。

１ 机上で硬貨を並べて学習

２ １～100円から実施
３ ステップ①～③の指導を繰り返す

４ 指導において直近上位の問い10問全問正解が
3回できたら直近上位の確認テストを実施

５ テストに全問正解できたら１００円ずつ金額を

上げて指導を進める

【学習の進め方】
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硬貨のマッチング

硬貨の組み合わせのマッチング

直近上位に向けてエラーレスで指導

直近上位の指導

金
額
を
上
げ
る

助言を受けての指導方法の見直し
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助言を受けての硬貨提示の見直し

前半5問は並べて実施

後半5問はバラバラで実施

慣れてきた201～
300円から実施

金額を確認
しやすい状態



記録方法と記録
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・学習状況をタブレット端末で撮影。

・教員の発問に対して、どれだけ正答できて
いるかを、指導実施後に確認した。



指導後の結果
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1～100円 10１～200円 201～300円
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11月10日 11月12日 11月14日 11月17日 11月19日 11月21日 11月26日 11月28日 12月1日 12月3日 12月8日 12月10日

正答率

301～400円

158円→160円〇だが、
150円を出し、その金額
を見るように促すと自ら
気づいて１６０円に訂正
した。



確認テストの結果
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３０１～４００円２０１～３００円１０１～２００円１～１００円

出した金額問題出した金額問題出した金額問題出した金額問題

３３５円３３４円２５０円２４０円２００円１９０円１０円９円

３１０円３０９円２０５円２０４円１８５円１８４円３０円２９円

３２５円３２４円２８０円２７９円１８０円１７９円５０円４０円

３５０円３３９円２３５円２３４円１５０円１３９円５０円３８円

３８０円３７９円２５０円２４３円２００円１９５円１００円９０円

４００円３９５円２７５円２７４円１１５年１１４円１０円８円

３８５円３８４円３００円２９３円１８５円１８４円１５円１３円

３８０円３７９円２５０円２４５円２００円１８９円２０円１８円

３１０円３０８円２１０円２０９円１２５円１２４円１００円８８円

４００円３９８円２６０円２５９円１２０円１１９円１００円９５円

１００％１００％１００％１００％正答率



指導の成果
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・ほぼエラーレスで指導を行うことができた。

・確認テストの結果は金額を上げても１００％で

あった。

・エラーレス直近上位を行ってから自信を持って取

り組んでいるように見えた。



２回目コンサルテーションでの

具体的な相談内容
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・トレーニングを繰り返し、1500円程度まで金額
を上げていくことを目指したいが、現在の指導

手続きで進めてよいか。



助言内容 ２回目
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チャレンジするフェーズに突入！
エラーを怖がらないで！

１２月まで

「５０６円、５０７円、５０８円

５０９円はないから５１０円なんでしょ！」

やろうとしていることがバレバレ

・急にフェイントをかけてみる

・直近上位のあと、お釣りを渡す

・財布からお金を払うようにする

より生活に直結した
取り組み



助言を受けての見直し

29

学習の進め方について見直しを行った。

ステップ④フェイントをかける ５００円台から実施

「５０６円、５０７円、５０８円、３６９円！」

ステップ⑤お釣りを渡す ６００円台から実施

手持ちの金額が変わっても払えるか！？

ステップ⑥財布からお金を出す

机上から財布に変わっても払えるか！？

【学習の進め方】
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指導後の結果
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ステップ④ステップ①②③

ステップ①硬貨のマッチング
ステップ②組み合わせのマッチング
ステップ③｢ぴったり出せる｣から｢ぴったり

がない｣状況

ステップ④
フェイント

「５３０円」に対し、
５００円玉１枚と
１００円玉３枚の
８００円を払った

ステップ⑤
お釣り

ステップ⑤



指導の成果
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・「フェイントをかける」、「お釣りを渡す」のチャレンジをしても、

ほぼエラーレスで指導を行うことができた。

・コンビニでぴったりの金額が財布にあったものの、直近上位

の金額をスムーズに支払うことができた。

1回目「338円」→350円 2回目「347円」→350円
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ここが成功のポイント

• エラーレスで指導を組み立てていくことの大切さ
生徒がどれくらいのことができるかを実態把握。

→確実にできることを軸にエラーレスの指導を組み立てていく。
⇒やさしいやりかた = エラーレス直近上位

• 指導をステップアップする際のタイミング
エラーレスは大前提。しかし、ステップアップすることも必要！！

→エラーを怖がらず、できると思ったらチャレンジしていく！！
（フェイント、おつりの導入、財布での提示等）

→エラーが続けば、前のステップに戻る。
エラーを続けないことが大切！！

金銭の指導だけではなく、
どのような指導にも通じる考え方！！

生徒の自信UP！
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